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2年目オ二コンプの年間純生産量事1

名 畑 進 - '2, 酒 井 勇 一 '3

AnnualnetproductionofthesecondyearfrondofLaminariadiabolica

Shin-ichiNABATAandYuichiSAKAI

BIOmaSSOfthesecondyearfrondofLam一narZ,adlaboucawaslnVeStlgatedtorevealtheannualnet

productlOn ThestudywasconductedatRausu,easternHokkaldodurlngtheperlOdNovember199lto

November1992 DensityofLdLaboILCaat2Lo4mdepthdecreasedgraduallyfromNovember1991tonext

November TotalweLweightandbladewidthpeakedlnJuly.whlletotaHengthreachedmaxlrnum ln

JuneAnnualnetproductlOnbytheharvestmethodwasestlmatedtobeabout85kg､vetwelght/nlTh.s

ISabout23timesorthemaxlmumSt8ndlngcrop

● ト ワード.オニコンプ.褐級 生組 現存且,羅臼町

はじめに

オニコンプLamLT氾 ruユdLaboILCaは.北海道額部の

知床半島南東沿岸から太平洋沿岸の厚岸まで分布し.柿

に ｢羅臼昆布｣と呼ばれる羅臼産のt)のは良質で評価が

高い｡また,オニコンプはウニ類などの二次生産をささ

える重要な海藻である｡

近年.北海道ではエソパフンウニStro/lgylocenLrotLLS

inLermedLuSの漁獲丑が減少し,その資源の維持 ･増

大を図るため,人工種苗生産が盛んに行われている｡平

成4年度の人工種苗放流数は3.800万個体に連したがl).

これらの放流効果を高めるためには,放流地先に菅生す

る餌料海藻の生産急に見合った種苗数を放流しなければ

● 三三三t;,く警 り三.':孟警芸喜器 忘票芸 誓 言警票と:
エソバフンウニの効果的な放流を推進する上でその生産

丘の推定が不可欠である｡

国内に産する大型鳩藻類の年間純生産JLは,ホンダワラ

頬血rgassaceae3-a).ァラメELSenLabLq･CLLSB),カジ

メEchLoTuaCaUaT-8),ワカメU′ldarHlPとnnaftILdhの
ミツイシコンプ上月mLrlarlaangusLaLa州 .ホソメコ

ンプL..T･eLLg10SO H)で報告されているが,オニコンプ

に関する知見はない｡そこで,筆者らは固定方形枠内の

コンプの着生個体数と.その周辺から採取したコンプの

個体盃丑を定期的に調べ,その結果からコンプの生産活

量を井定してオニコンプの年間純生産丑を推定したので

報告する｡

材料及び方法

調査は.目梨郡羅臼町にある羅臼漁業協同組合水産種

苗生産センタ-の沖合約3cmの岩礁域で,1991年11月か

ら1992年11月まで,合計6回行ったO水深2-4mの岩

盤上に形成された2年目オニコンプ群落中に,コンク

リート釘を用いて50cmX50cmの方形枠を5カ所設定した｡

毎回.SCUBA潜水によってこの固定方形枠内の2年E]

オ二コンプの着生個体数とエソバフンウニの個体数をE己

録した｡また,その周辺で50cmX50cmの方形枠を用いて

5カ所の刈り取り調査を行った｡採取したオ二コンプは

仮根部を含めた全重Jt,仮根部と茎部を除いた秦重JL

仮根部を含まない全長及び最大棄権などを測定した｡

この珊責によって得られたオこコンプの着生密皮と個

体薗丑の季節変化から,現存立法によって年間純生産丘

を推定した｡年間純生産丑(Pn)は△Pn=B+L+Gで

示される｡ここで△Bは成長tと新たな着生J.Lは
末枯れtと流失J,Gは披食による損失JLである｡Full

報文番号 2̂60(1996年9月26El受理)

*1 吉田忠生 ･舘脇正和両教授退官把念冶文
*2 北海並立栽培漁業総合センター(HokkaldolnstltuteOrMarlCultureShlkabe.HokkaldoO41-14.J叩an)

*3 北海道立釧路水産拭験場(HokhldoKushlrOFISherLeSExperlmenta)StatlOnHama-Cho,KushlrO.Hokkaldo,085,

Jap且n)



2 名畑進･-T 酒井的-

andKawamuraLO)の現存立法では,調査時 t▲とt,

の個体数と個体更生をそれぞれN.とN2,W.とW2とす

ると.(W2-W.)(N,+N2)/2は個体の成長による変

化血で,正値は成長丑を,負値は末枯れ丑を示す｡また,

くN2-N,)(W.+Wl)/2は密度の増減による変化量

で,正値は新たな着生丘を.負値は流失丑を示す｡従って.
年間純生産且は,一定期間ごとに求めたこれら生産活魚

の絶対値の総和に被食による損失丑を加えた値となる｡

なお,調査地点の水温は羅臼漁業協同組合水産種苗生

産センターの観測値を用い,コンプ生産丑は北海道水産

現勢から引用した｡

結 果

固定枠内の2年目オ二コンプの着生個体数 (1nfの値

に換井)と,その周辺で採取した個体の全車土の季節変

化をFlg lとTablelに示した｡オニコンプの着生密

度は,調査を開始した1991年11月には1160個体/rrtで.
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Fig.1Seasonalchangeslndensltyandtotalwet

welght(T.W )ofLami/氾r･LadLabollCaaLRausu,

fromNovember1991toNovember1992.

Table1Seasonalchanges)ndensltyandtotalwet

weightofLamとnarZ,a dlaboLICa atRausu,From

November1991I,oNovember1992

Date DensltY±SD(n/nt) Tot8lwetwel9hl±SD(9)

Nov.131991

M8r91992

May141992

Ju191992

Sep11992

Nov91992

1160±668

1104±636

912±544

752±504

336±204

240±176

1187±955(155)暮

252.1±156.4(82)

383.1±2220(38)

4960j:3404(31)

3455±1953(31)

1470±106.6(47)

INumberlnP8rernhesISlndlC8teSnUrnberofme8SUred叩EX:lmem

冬季間の減耗は比較的少なかった｡しかし.7-9月に

は末枯れ ･流失等によって急激に戒少し,1年後の11月

には240個体/nlとなった.新たに固定枠内に着生した

秦長30cm以下の 1年目コンプは,日～7月の調査では毎

回平均07個体/nfの着生が認められたが.9-11月に

は観察されなかった｡周辺で採取した個体の全重丑は7

月に496.0gで最大に達し,その後急軌 こ末枯れして11
月には1470gとなった｡
オニコンプの全長と葉幅の季節変化を Fig.2に,調

査期間中の水温を Flg3に示した｡藻体は冬の低水温
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期から水温上昇期にかけて成長し.全長は6月に .棄幅

は7月に最大値に達し,それぞれ1460cmと248cl爪であっ

た｡夏以降藻体は末枯れし,11月には全長382C恥 葉幅

129cmとなった｡

固定枠内の2年目オニコンプの着生個休致とその周辺

から採取した個休の全重患から,生産諸星を昇出して

Table2に示した02年Elオニコンプの成長畳の合計

は37,699g/nf,流失丑は34,036g/nl,末枯れ丑は

13.904g/rrfで,これら生産諸量の絶対値の合計は

85,639g/niであった.なお,新たに固定枠内に着生し

た1年目コンプの重丑は,2年目コンプの1%に満たな

かったので.生産諸点の井出対象から除いた｡

調査地点に生息していたエゾバフンウニの殻径は40-70

mmで,方形枠内の生息密度は5月が最も少なく04個体/

nl,9月が最も多く32個体/rrfで,平均16個休/nlで●あったO
考 察

羅臼の2年目オニコンプの着生密度は1991年11月に1I

6O個播/nlであったが.翌年の夏から秋に大きく減耗

して1992年11月には24O個播/nlとなり.この間の生残

率は21%であった｡一般に2年自コンプの減耗は1年目

コンプに比較すると少なく,ナガコンプでは11月から翌

年の8月までの生残率が25%W ,オニコンプでは1り弓

から翌年の10月までの生残率が21,00'13)と報告されてい

る0本調査でもこれらの値に近い結果を得たD

羅臼の2年目オ二コンプの全重丑は7月に496.0gで

最大に達し,その時の葉重王は4540gであった｡佐々

木■3)は羅臼沿岸で7月に漁業者が採取したオニコンプ

● … .r'.::Lニー' :~-.I ▲●二∴ ･■.T':''r:､予

ている｡このように棄重畳は着生密度 .水深 ･基質 ･場

所等で大きく変動するため.本調査のような場合の測定

用標本は,固定枠と同じ条件の群落から採取する必要が

2年円オニコン7'の年間絶LtRl択 3

ある｡

北海道日高沿岸では海藻を主食とする1-4齢群のエ

ゾバフンウニは917個体/rrT生息し,これらのミツイシ

コンプに対する摂餌息は391.8g/rTf/年 (乾燥重皇)

と推定されている■0㌔ ミツイシコンプの乾燥歩留まり

を15%と仮定すると,この場合の湿重患は約26kgとな

る｡羅臼の調査地点では3齢以上と考えらるエゾバフン

ウニが平均16個体/nl生息していたので,1個体の重

患を70gとして ,オニコンプに対する水温別の摂餌率J)

から年間摂餌丑を求めると.およそ28kg/rrfであった.

これは本調査で昇定したオニコンプの総生産諸量の3%

であり,コンプ群落の縁辺部でのウニの摂食圧は高いと

考えられるが,調査対象とした群落内ではエゾバフンウ

ニの披食による損失丑 (G)は無視することが可能と考

える｡また.この群落内では新たな者生畳も少なかった

ので,成長丑と末枯れ丑及び流失丑を合計した約85kg/

nlの総生産諸丑を,羅臼の2年日オニコンプの年間純生

産虚とみfj:すことができる.

現存畳法は群落内に着生する個体の刈り取りを行い,

着生密度と個体重丑を定期的に把握することによって生

産丘の推定を行う｡しかし.コンプ類は高価なため沢山

の調査枠を設定して刈り取りを行うことは困難な場合が

多い｡また,北海道東部太平洋沿岸はうねりや濁りが強

く,冬季は氷点下の水温となり,コンプ規は長大で現存

量が多いため.潜水調査は大変困難であるO従って,本

調査のように固定枠を設定して着生密度を把握し.個体

重丑は付近の群落から採取した標本で代替して生産活量

を求めることが.この地域では最も効率的fJ:調査方法と

考える｡

佐々木■3)によると.羅臼沿岸の2年目オニコンプの

現存且は6-7月に最大に連するので,本調査では7月

の373kg/nfを年間最大現存畳とみなすことができるo

従って,年間純生産丑は年間最大現存玉の2.3倍であっ

た｡また,佐々木■8)は2年日オニコンプ主体の群落の

最大現存量を177kg/nf(1970年7月)と報告している｡

Table2 ProductlOnStructureOrLamLnarLadLaboILCaPOPulatlOnatRausu,from November1991to

Not,ember1992

(w w g/nl)

'91NOV-'92MAR MAR-MAY MAYJUL JUL_SEP SEP_NOV Total

-1,038 -6,098 -7,033 -17,503 12.364 134.036

15,101 13,205 9,393 37.699

-8,187 -5.717 -13-904



4 名他進一 酒井男-

本調査ではこれより高い値となったか,これは高密度に

着生した025nfの個体群で得た値を.単純に4倍して1

nfの値としたためと考えるoなお,本調査を行った1992

年は,近年では最も豊漁年(FIE4)であったことも高

い値となった一因と考える｡今後は,コンプ群落におけ

る現存丘の的確な把握=)と現存丑法の組み合わせ等に

よって,漁場全休を対象とした海藻の年間純生産量推定

法を確立していく必要がある｡

大型褐藻規の生産丘は,層別刈り取り法315).葉片形

成追跡法= ',現存畳法川 ,パンチング等による個体

成長調査法-5)なとによって推定されている｡国内での

報告例をTable3に示した｡ホンダワラ属の年間純生

産丑は最大現存丑にはほ近い値であるが,コンプ属では

本調査結果と同様に,最大現存丘より数倍高い値が得ら

れている｡このほか北海道日本海のホソメコンプでは.

般大現存畳の2-3倍が年間純生産丑となると推定され

ている18)o従って.北海道ではこれらの値を参考にし

て,コンプ頬を主体とする海藻群落の年間生産量をおお

まかに推定することが可能と考える｡

oo

00

㈹

(I)
C
I1
山
一>

1970 1971 197B 1982 1986 199D

F一g.4 AnnualchangeslnnaturalKombuylelds

atRausu,from 1970to1993

要 約

羅臼町で1991年11月から1992年11月まで,合計6回の

調査を行ったO水深2-4mに設定した5カ所の固定方

形枠 (50cmX50cm)について,2年目オこコンプの着生

密度とエゾバフンウニの個体数を記録した｡また.付近

の群落からオこコンプを採取して個体の全垂Jtを測定し

た｡これらの結果から現存且法によって2年目オニコン

プの年間純生産丑を約85kg/ni(湿重畳)と推定した｡

これは年間最大現存丑の23倍であった｡
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オホーツク海における放流ホタテガイの呼吸量

蔵 田 謙事】

0XygenconsumptionorJapanesecommonscallop
Patinopectenyessoensis(Jay)intheOkhotskSea

MamoruKURATA'1

0XygQnCOnSumPtlOnOfsowingCulturescallopslntheOkhotskSeawaslnVeStlgatedateachtemperature

thattheylnhabltThestudywascarrledonusュr)どanOxygenCOnSumPt】OnCallbratlOnSystembyrunnlng

natul'alseawater.WhenawateHemPeraturelVaS0-18℃.oxygenconsumptlOnIncreasedwithlnCreaSlng

temperatureWlthoutAprllIMay.InApril-May.oxygenconsumph0nWasCOmParatlVelyhlgher･ln

splte Ofthelow temperature On theotherhand,oxygenconsumptiondecreasedwheTlthewater

● temperature､vashlgherthan18℃ Asaresult･threeregresslOnformulaecouldbecalculatedforthe
relatLOnShlPbetweendry-FleshWelghLorscallopsand

キーワ-ド ホタテガイ.呼吸i.酸素消費圭

はじめに

近年,オホーツク海ではホタテガイの成長不良や貝柱

歩留まりの低下が間組とされており.外海における放流

ホタテガイの収容力に関心､が寄せられている｡これまで.

ホタテガイの養殖許容且については.ある程度閉鎖的な

海域である噴火湾やサロマ湖の養殖貝について調査が実

施され■~3'.その結果に基づいて葦植皮の規制が行われ

ているが.開放的な海域である外海における放流ホタテ

ガイの収容力に関する調査はこれまで実施されたことが

ない｡1993年から.サロマ湖養殖漁菓協同組合が串業壬●一㌦ ∴ IITこ;.3.;::A:-''∴ 'nyi.':言 .-:.I:p.I"::in
され,常呂･佐呂間海区については1993.1994年に,顔

別海区については1994年に調査が行われた｡

本調査は餌料供給丑とホタテガイの摂餌丑の関係から

収電力を井出することを基本としている｡摂餌丘は.摂

餌丑=成長量+呼吸最十排他量目 )として井出される｡

筆者は摂餌長調査の一部である r呼吸丑｣調査の部分を

担当した｡

これまで,ホタテガイの呼吸且についてはいくつかの

測定結果があるが= ).ホタテガイのサイズや水温条件

がオホーツク海の放流貝には当てはまらず.応用できる

知見が見当たらち:かった｡そこで,外海の放流貝を用い

oxygenconsumptionbytheseason

て呼吸丑を測定し.水温と軟体郡重畳から呼吸息を井出

する関係式を求めたので報告する｡

材料と方法

結氷期を除いた,1993年9月から12月.1994年4月か

ら8月にかけて常呂･佐呂間の,1994年4月から8月に

かけては湧別の外海ホタテガイ漁場で.毎月 1回,水深

40mから桁曳きで採取した放流1-4年貝を実験に供し

た｡採集したホタテガイを直ちに現場水温 (水深40mの

底水濫.zL)に調整した水槽に移し.空中手写出による影Vを

除く目的で1-2日間の馴致後,下記の方法でサイズ別

の呼吸丑を測定した｡呼吸A測定には.FIElに示した

天然海水の流水式呼吸且測定システムを用いた｡なお.

本試験の4.5月には,産卵に関与しない1年貝は用い

ていない｡また,現場水温に調範した水槽の水温は,

FIE2に示したように06℃ (12月)～19.1℃ (8月)

の範囲であった｡

遮光幕で誘った各チャンバ-(Flglの3)に年齢別

に2-10個休を収容し,流JLが約300-700ml/mln.

の条件下で24-72時間.30分間隔でチャンバーを通過

した海水中の溶存酸素JLをポータブル溶存酸素計

(NESTER社製8500型)を用いてモニターし,次の式

によって各時間ごとの呼吸丑を求めた｡コントロール値

報文番号 A261(1996年9月26B受理)

*1 北海道立網走水産拭戦場(HokkaldoAbaShlrlFISher)esEx叩rtmentalStat10nAbashlrl,汁okkaldo099-31.Japan)
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5 ElectromagnetlCValve(6PIeCeS) 6.DOsensor
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には,ホタテガイを収容していないチャンバーを通過し

た海水中の溶存酸素丑を使用したo

呼吸Jt(qgOt/時間)-[測定値(1gOt/A)-コント

ロール値 (mgOZ/A)]×流Jt(A/時間)

実験に供したホタテガイについては,実験終了後に軟

体部を80℃に設定したオープンで48時間乾燥後に乾燥重

1を測定した｡

結 果

ホタテガイのサイズ別に測定した各時間ごとの呼吸最

には,潮位に対応した変動あるいは昼夜変動などの周期

オホーツク掛 こおける放流ホタテガイの呼吸魚 9

位がみられなかった｡そこで,各測定時間ごとの測定値

の平均値を,あるサイズのホタテガイのある水温条件下

における呼吸且として使用した｡

試験ごとの軟体部乾燥重tと呼吸A (qgOt/時間/

個体)の関係式を求め,Tablelに示した｡両者の関係

はべき乗曲線で表され,決定係数は0852-0.999であっ

た｡この関係を両対数グラフ上に示したくFlg.3)｡Ot

-awb式の係数aは,Y切片にばらつきがみられるよ

うに.季節によって0123-0999の間で変動した｡一方

直線の傾きがほぼ同じであるように.係数bは季節や海

域による差はみられずほぼ同じであり (共分散分析,Ft

esLP>005).共通の傾きは0797であった｡このこと

から.軟体都乾燥重量 [W二と呼吸量 [02]の関係を

0戸aWO HTと表すことができる｡

● Tab.e.Regressl｡nf｡m ulabetween｡ry一,1｡sh.fsea"｡｡andOxygen｡｡ns｡m,tl｡｡C山 .abed∫,o…each

experlmenL

ScallopofTokoro･Saroma

Date TeTp(eGa)tur8 RegrBSS･Onfor-U.a d.tE,oemf.fLcal.TnofRt

94 Apr. 20 02=0410WO822

M8Y. 60 0,=0800WOT2-

Jun 105 01=0580WOTH

JuI 130 0t=0731WO7日

Aug 186 02=0562WDH一

93 Sep 17.8 0,=0999WO795

0ct. 144 02=0811WO=S

Nov 8.4 0,=0411WOTH

Nov. 60 01=0253WOlH

Dec 30 0t=0_182WOH 2

Dec 06 01=0123WO717

0997

0972

0.975

0852

0999

0965

0988

0983

0912

0992

0938

ScaHopofYubetsu

Date TeTp(eGa)lure Regress･onfor-U･8 d.t…,OLflLci.e.n.tnof｡2

'94 Apr. 26 02=0632WO 7 5 2

M8Y_ 65 01=0684WO717

Jurl_ 10,4 0l=0525WllH

JuI 138 02=0618WO い 7

Aug 191 01=0.568WO=3

0962

0.970

0.988

0980

0992

Wdry-fleshwelght(ど).Ol:OXYgeFTWnSumPtl0n(ngO2/hrJInd)
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考 案

オホーツク海の外海放流ホタテガイの軟体部乾燥重患

と呼吸点 くngOt/時間/個休)の関係式 02-aWbの

係数bは.季節や海域による差はみられずほぼ同じであ

り.その平均値は0797であったo係数bの平均値は二

枚貝でははは07277',一般の変温動物ではほほ075"

と言われ 陸奥湾の養殖ホタテガイでは0763-0.862で

ある一)ことから,今回の試験で得られた係数は妥当な値

と思われる｡

次に,陸奥湾の養殖ホタテガイでは.水温が22.8℃に

至るまで水温が高いほど呼吸丑も多いことが報告されて

おりい.水温が高いほと係数aが大きくなる傾向を示し

ている｡そこで.本試験の水温 [T】と係数 [a]の関

係をFlg4に示し,両者の関係を検討したC●結芸三言芸≡霊芝芸冨誓 言冨芸三三三…'く慧誓芸言Z{
みられたが(分散分帆 p<005),決定係数RZは0350

で寄与率が低かったDところが,4.5月と8月を除

くと,a-0.053T+0.014の関係がみられ (分散分帆

p<oool),決定係数Rzは0963であり,水温と係数の

間に高い相関がみられた｡また,4,5月だけについて

みると.同じ水温の12.11月に比べて呼吸丘が多く,実

験回数が少ないために分散分析結果でP値が0181であ

ナホーノク塙における血涙ホタテガイの呼吸見 目

り.有意水準は高いが,a=0.057T十0.387(R2=06

48)の関係がみられた｡一方 8月の係数aは0565であ

り.水温に比べて呼吸丑が少ないという結果になった.

そこで.4,5月と8月はホタテガイが特別な代謝宿

動を示す時期であるかどうかを次に検討した｡

4-5月は顔別から常呂海域のホタテガイの生殖巣の

日間成長丘が最t)大きい時期であり,5月中旬ころには

産卵か行われる｡)｡水温が比較的低い時期に呼吸量が高

くなる現象は,ノルウェーの北緯70●におけるChhmys

LSLandLCaでも報告されており■○'.比較的低水温では

あるが餌料環境が良い4-5月に殻と生殖巣の成長丑が

最も高く.この時期に呼吸量が最大になると述べられて

いる｡サロマ湖の養殖ホクテガイでも,同一水温の春と

秋では,春の方が呼吸凪が高いことが報告されている5'0

4-5月は,オホーツク海の春の植物プランクトンの増

殖期に相当し■1 川 .ホタテガイにとって餌料環境が最

i)良い時期であり.生殖巣と貝柱にエネルギーを蓄える

時期である｡これらのことから,4-5月は.年間でホ

タテガイの代謝活動が非常に活発になる時期であり.低

水温にしては呼吸量が高くなっていると推察される｡

次に,8月の現象について検討する｡サロマ湖の養殖

ホタテガイでは,水温が高いほど延過水tが多くなるが･

18℃以上になると遭遇水玉が減少に転じることが報告さ

れている5'｡本試験の8月の水温は,186-19.1℃で

0 2 4 6 8 10 12
T叩 erature℃(T)

02864

F-94Relat10nShlPbetweenwatertemperature(T)andcoerf.clenL(a)

02-aWO 797

02OxygenCOnSumPtlOn(pgOt/hr/In°)･Wdry-(leshwelght(ど)
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あったことから.サロマ湖と同様に代謝活動が鈍かった

ことが考えられる｡オホーツク海のホタテガイは,養殖

良.放流貝ともに.春を除いて18℃までは水温が高いほ

ど.代謝活動も活発になるが,18℃以上では逆に減少す

ると思われる｡

Flg3の図で.所別のホタテガイの実験結果が,常

呂･佐呂間に比べて,季節 ･水温による差がまったくな

いようにみえるが.実験月が呼吸丑の特に高くなる4.

5月と,呼吸Jtが特に低くなる8月と.8,7月だけで

あったために,係数aが06近辺に収束したためである｡

これらの月だけを抜粋し,共分牧分析を行った結果 常

呂･佐呂間と湧別で軟体妬乾組 と呼吸iの関係式に

違いがあるとはいえず (p>0_05).湧別の実験結果は

常呂･佐呂間の結果と同じであったq

以上の観点から,ホタテガイの代謝活動の特性を考慮

し.呼吸且くngOz/時間/僧休)〔Ot〕と水温(℃)【T],

軟休部乾燥重t (g)[W]の関操式を.

(D 6,7,9-12月

02- (0053T+0014)WO7.7
(94,5月

Ot- (0.057T+0387)WO T●7

@8月 (18.6-19.1℃)

02=0.565WO 797

の3タイプで表すことができると考えた｡現実には,水

温は連続的に変動していることから.季節や水温によっ

て呼吸JL井出式が異なることは本来好ましくないが,ホ

タテガイの許容&井出のベースとなる呼吸丑算出には,

以上の式を用いて,4月から12月の時期 (水温)別 ･サ

イズ (年齢)別呼吸土を算出した｡今後は,連続した水

温条件下での呼吸立試験によって.水温と呼吸量の関係

を更に明らかにすることが望まれる｡

本試験の結果得られた係数a(0123-0999)は,陸

奥湾の養殖ホタテガイ (0181-0579)りよりも幅が大

きく.同じ10月の水温14℃の条件下で,本試験では0.811

に対し,陸奥両では0.398であった｡このことは.オホー

ツク海と陸奥湾とでは地理的に離れており.生息(水温)

環境の差によって.同水温でも代謝丑が異なることを示

していると思われる｡

要 約

オホーツク海の放流ホタテガイの呼吸丘を天然海水の

流水式測定システムを用いて測定した｡その結果,軟体

部乾燥重丘(g)[W]と呼吸丑(mgO2/時間/個体)[0巳]

の問には,02-aWoT日の関係式が成立し.係数aは,

水温によって変動した｡特に,係数aは.代謝宿動が宿

莞なLI.5月には特に高く,高水温期の8月には.逆に

低くなる悼向がみられ.季節によって水温と軟体部乾燥

亜丘から呼吸土を井出する3タイプの式を表した｡

謝 辞

本報告にあたり.本研究の機会を与えられたサロマ湖

養殖漁業協同組合に感謝するでまた,実験施設の考案に

ご協力頂いたサロマ湖兼殖漁業協同組合の藤芳戟裕氏と

北海道立中央水産試験場宮園華氏,実験鹿投の提供なら

びにホタテガイの採集にご協力頂いたサロマ湖養殖漁業

協同血合の加藤重信氏,常呂漁業協同組合の藤原博氏,

顔別漁業協同組合の小倉頒氏.林勝志氏,並びに網走中

部地区水産技術普及指斗所の諸氏に感謝の意を表する｡

まf:,呼吸i測定のために,揚水施設を使用させていた

だいた常呂漁業協同組合浜佐呂間支那 感糾 し上げるo●
文 献

I)北海道水産賓粛技術開発協会 噴火湾ホタテガイの

養殖許容丑調査報告書 (解析編).札幌市 北海道水

産資源技術開発協会,1978,53p

2)北海道水産資源技術開発協会 ~サロマ湖におけるホ

タテガイの輔 許容Jl調査報告青.札幌市,北海道水

産賀源技術開発協会,1977.48p

3)北海道栽培漁業振興公社 .サロマ湖におけるホタテ

ガイの集殖許容t伎査報告書.札幌市.北海道栽培漁

業振興公払 1983,55p.

4)Fujl,A.andHashlZume,M .ErLergybudget

foraJapanesecommonscallop,Patlnopecten

yeざS伽nSis(Jay'･in "utsuBay Bu" Fact●FIShflokkaldoUnlV2朝日.7-19(1974)

5)或田 護.千川 裕.西浜 雄二 サロマ湖におけ

る垂下葦成ホタテガイの摂餌土,北水試研報.37.37

-57(1991)

6)TsljChlya,M .BIOdeJm ltprOductlOn and

oxygenuptakebytheJapanesecommonscallop,

PatlnOPeCtenyeSSOenSl'S(Jay).BuLLMar_BioL

Stn.Asamushl,TohokuUniv_17日1.1-15(1981)

7)Bayne,aLandNewell,R,C∴'Phァsiob由cal

energetlCSOEmaLrtnemOlluscs〝 TheMorhLSea,

4(1).NewYork,AcademlCPress,1983.407-515L

8)TTemmlngSen.A M EnergymetabollSm aS

relatedtobodysIZeandresplraLorysurfaces

andItsevolution.RepStenoMen HospCopenh

(9).7-110(1960)



オホーツク海における放流ホタテガイのr7r吸息 13

9)西浜 雄二,東田 護,千川 裕 湧別沖における

種苗放流ホタテガイの成長 平成元年度北海道立網走

水産試験場事業報告啓 152-167(1990)

10)Vabl.0.SeasonalchangeslnOxygenCOnSump-

tionortheIcelandscallopChLaTnySLShndLCa

(0 F Mtlller)from700N Ophella ml),143-

154(1978)

ll)西浜 雄二.蔵田 護.多田匡秀 サロマ湖 ･能取

湖 ･網走沖におけるクロロフィル丑の季節変化.水産

海洋研究.53日),52-54(1989)

12)宮薗 章,蔵EEl護,大槻知寛 ホタテガイの成長

に関する調査 1)成長曲線調査.平成5年度北海道

立網走水産試奴場事業報告書 125-135(1995).

●



北水拭研絹 Llg.】5-22(1996)
Sc)FミcpHokkaldoFLShExpSln

噴火湾における養殖ホタテガイの付着生物

蔵 田 護り ,西 田 芳 則 *2 ,7水島 敏 博'L

Fouling,organisms attached on culturescallops,Patinopecten
yessoensLS,inFunkaBay

MamoruKURATA'1,YoshlnOrl1NtSHIDA事2andToshlhlrOMIZUSHIMA書1

ThequantltyandspecleSOffoullngOrganismsattachedonculturescallops-PalLnOPeCLenyessoe/lSIS,)n

FunkaBaywerelnVeStlgatedfromJune1990toMarch1993ThequantltyChangedgreatlyeveryyearand

everysampllngPOlntSInJanuary1992.thefoullngOrganlSmShadaLtalnedto20kgwtpereaI･hanging

llnethatwasequaltothescallopproductlOnAdomlnantSPeCleSChangedaccordingtOSeason But,after

● .aご;ua:,:S TS:eelsstt:ey::unstssepaps｡言 ,etrheedmo:slsne;sntwSaPse:lue,SlnWgh:Td:.eerX oy-a9nOd"mtlOd三TeeJauTyou∩tor一oullnど

キーワ-ト 付着生物.ホタテガイ.イカイ類,ホタテガイ養殖,噴火湾

はじめに

北海道における近年のホタテガイは,生産量で34万t.

生産額で567億円 (1990-1994年の平均)に達しており,

サケ.スケトウダラとともに重要種となっている｡また,

噴火湾のホタテガイははとんとが垂下肇殖で生産され.

その生産量はほは10万tで,北海道のホタテガイ全生産

立の約3分の 1を占める｡

噴火湾のホタテガイの養殖では,採苗 (6月),中間

育成 (9月から翌年3-5月)を経たはば満 】齢貝から

● ト ∴ 1 も.'∴ ▲ ∴‖言 ●∴ i.:"I.

生物が産出されるため,現在,多くの漁協ではこれら付

着生物を各自治体のゴミ処理場に搬入しているが,処理

能力が限界に近く,付者生物の処理が大きな問題となっ

ている｡また,付宕生物の増大は養殖施設の沈降を招く

ため,浮き玉なと.余計な資材の出費をも伴なうDさら

に付着生物が植物プランクトン食性の場合,ホタテガイ

と餌が戟合するため,ホタテガイの成長への影響が懸念

されるo

なお.付着生物は,汚損と同時に未利用資源としての

潜在的盛宴性が示唆され'',当地でもその利用方法が検
討されているが.付着生物の有効利用の実用化の見通し

は現在のところ立っていない｡

このようなことから,付着生物の回避および防除の技

術を開発することが急務になっているが,そのためには

噴火湾の養殖ホタテガイに付着する生物の種類,付着盈

tj:らぴに付着時期なと付群生物の実態を明らかにする必

要がある｡

垂下養殖貝の付着生物についてはこれまでアコヤガ

イ之~7).カキト■WIj:とで報告があるDしかし.ホクテ

ガイについてはサロマ湖の例日)があるだけで,噴火湾

ではこれらの知見に乏しい｡そこで,今回は虻田と八雲

でのホタテ本養成工程上における付着生物の主な種瓶と

付着点およびその季節変化等を調へたので.その結果を

報告する｡なお.本調査は水産業関係地域重要新技術開

発促進事業 (水産庁補助)の調査の一部として実施したo

材料と方法

1 付3r生物Jl調査

養植ホタテガイに付着する生物の種類と丑の季節変化

報文番号 A262(1996年9月26日受理)

*1 北海道立相走水産試験場(HokkaldoAbashlrlFISherleSExperLmentalStationAbashlrl,Hokkaldo099-31,Japan)

*2 北海道立函館水産試戦場(flokkaldoHakodateFISher】esExperlmentalStatlOnYunokawa.HakodaLeHokkaldo042

Japan)
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を調べる目的で.1990年6月から1991年3月 (1990年度 桔

と称する).1991年5月から1992年 1月 (1991年度).お

よび1992年5月から1993年3月 (1992年度)にかけて,

毎月 1回 ,Flglに示した虻田沖水深31m地点と八雲

沖水深25m地点で垂下李成されているl齢貝を 1連ずつ

回収し,貝殻表面の付着生物の種類と付着畳を調査した｡

供試貝は,深度約7-22m層に耳吊り方式で 1適に200

-250個体垂下されていた｡回収した耳吊り1連の中か

ら,7-12mを上層.12-L7mを中層,17-22mを下層

とし,層別にホタテガイ10-30個体を抽出し.軟体部を

除去した後.貝殻と共に付着生物を10%ホルマリン海水

で固定した｡後日,貝殻に付着している生物について種

を同定し,種毎に湿重畳を測定した｡また.イガイ犠 ◆■

については,個体数も計数したC耳吊りl連当たりの付

着生物畳は,ホタテガイ200個体当たりとし,各層の種

別の付着生物量から算出したC

2 イカイ類の付井時期調査

イガイ類の付着時期を調べる目的で.1991年度と1992

年度に虻田沖の付着生物量調査点の深度10m層に付着板

2枚 (ポリカーボネイト製波板,15×15cm)を垂下し,

毎月1-2回の頻度で交換した｡引き上げた付着板をホ

ルマリンで固定し,後日,付着板上のイガイ頬を計数し

た｡

㌔I.b仙･ヽ→ ●仙t■＼
Funka Bay●

Flg1LocatlOnOfsampllngPOlntS

1 付*生物湿王暮の季節変化

虻田と八雲における1990-1992年度の付着生物湿重史

の季節変化をFlg2-1,2に示した｡

虻田における1990,1992年度の耳吊り1迎当たりの付

着生物総東急は,5-6月の調査開始以降,両年とも8

月までは2kg以下と少ないが,12月に6kgに達し,その

後翌年3月まで横ばい状態であった｡これに対し,1991

年度は9月までは他の年と同様であったが,10月以降急

激に増加して1月には205kgに達し,他の年度の約3倍

になった｡
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別が困難fj:ので本報ではイガイ頬MyhIussppとして扱ったD



八雲においては.1990年度の場合.8月から9月にか

けて増加して7kgに達し.その後12月まで横ばいであっ

たのか1月に急増して18kgになった｡1991年度には6月

以降徐々に増加していたが.10月から12月にかけて急激

に増加し.1月には20kgに適したoところが1992年度は.

6月以降10月まで 1kg以下で推移し,11月には6kgまで

に増加したが.その後 1月まで鰍か 1となり,前の2年

に比べて付着丑は大幅に低下した｡このように付着丑は

年度や海域によって大きく変化した｡

また,付着量が多かった1991年度の虻田における1連

当たりの付着物とホクテガイの現存丑との月別の推移を

みると,5月では付着物がわずか016kgでホタテは62

kgであったのか,10月ころから付着物の増量速度が上が

り,出荷時の1月にははばホタテガイに匹敵する20kgに

なった (Fig.3)｡
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2.付*生物の津類と稚組成の季節変化

虻田海域の付着生物の種板とその食性をTablelに

示した｡付着していた生物は.動物約23種類,海藻4種

類であった｡このうち,植物プランクトン食性で.かつ

付着最が多かったのは,イガイ類, シロウスポヤ,ネン

エキポヤであった｡八雲海域ではこの他に海綿類.マポ

ヤが付着していた｡

次に,吐EE)と八雲における各年度の主な付着生物の重

量組成 (%)の季節変化をFlg.4.5に示した｡

虻田における1990年度の便占種は,海藻類 (6月～7

月),シロウスボヤ (9月～11月),イガイ類 (12月～3

月)と変化した｡3月ではイガイ類の付着且が最も多く

総付着生物畳の約50%を占め,次いでシロウスポヤ,ヒ

ダべリイソギンチャクが多かった｡1991年度には便占種

かヒラヤワコケムシ (5月).海藻類 (6月～7月),ヒ

ダベJ)イソギンチャク (8月),イガイ頬 ･シロウスポ

ヤ (9月),イガイ頬 (10月～1月)と変化した012月～

1月には.イガイ類が総付着生物丑の70%以上を占めた｡

1992年度には優占種が多毛規の HydroLdes/usLCOb

(5月),海藻類 (6月～7月).シロウスボヤ (8-9

月),ネンエキポヤ(10-11月).イガイ類(12月～3月)

と変化した｡12月～3月にはイガイ類が総付着生物iの

40-50%を占め.次いでヒダベリイソギンチャク,シロ

ウスポヤが多く,1990年度とはほ同様であった｡

^雲における1990年度の優占種は,ヒドロ虫類 (7

月),フジツボ類(8月～9月),イガイ頬(10月～3月)

と変化した｡2月には,イガイ頬が最も多く約50%を占

め,次いでユウレイポヤとイソギンチャクが多かった｡

Table1 ThespecleSOffoullngOrganlSmSattachedonculturescallopslnAbuta(1991)

● COELE."RもEzR.三T(2,ヒF｡虫類
Tubu/ar/avenustaヒメクダウミヒドラ
BougalnW//IaramOSaナミエダクラゲ
Obe/lap/allaヒラタオペリ7

ANTHOZOA(Z)花虫類
Melrld/umsen//eヒダペリイソギンチャク

ANNELIDA

POLYCHAETA(I)多 毛 頬
Hydro/doslusICO/a

TEN･TACULATA

8RYOZOA(P,Z)苔虫類
AIcyoI7IdlumPO/youm ヒラヤワコケムシ
eugu/anerltln37サコケムシ
H/ppolhoahya/Tnaキクウスコケムシ
MIerOPOre//aspウスコケムシの一社
Ce//eporlnaPOrOS/SSIITIeウT-コブコケムシ

MOLLUSCA

BIVALVIA(P)二 枚 貝類
MyII/usspp ムラサキイガイの仲間
Ch/amysfarrer/アズマ二シキガイ
Pat/nopecEenyeSSOenSJSホタテガイ
HlateJ/a〃acc/daキヌマトイガイ

ARTHROPADA

CIRRIPEDLA(P,Z)暮 抑 穎
Ba/anusa/bJCOSEaLusシE)スジフジッポ
8 3mpJIIIrlteタテジマフジツボ
B IrICOnuSサンカクフジツボ
B.roslratusミネフジツボ

PROCHORDATA

ASC=⊃lACEA(P)海 将 類
Dldemnummose/ey/シロウスボヤ
DIP/OSOmamItSukurl/ネン1キボケ
BoLryt/usspイタポヤの一種
CIOnaSeV/gnyIユウレイポヤ
SLye/ac/aYaエポヤ

ALGAE
RHODOPHYCEAtl藻 類

Po/ysIPhonlamOrrOWIIモロイトグサ
Po/ysIPhonIaSPイトグサの一種

PHAEOPHYCEAE祐 藻 類
Punctarla/atIl0//aハバモド幸
ScylosIPhonlorT7enLaraカヤモノリ

(P)lndlC8teSPhytop18nktonfeeder,(Z)lndlC8Icszooplanktonorsm8日crusraCe8feeder
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この年は.他の年度と異なり.フジツボ類が多いのが特

徴的であった｡1991年度には,優占種が苔虫類 (6月～

7月).ヒドロ虫類 (8月),ユウレイホヤ (9月),イ

ガイ榎 (10月～1月)に変化した01月にはイカイ類が

総付着生物畳の約90%を占めており,虻田と同様に他の

年度と比べてイガイ頬の占める割合が非常に高かったo

l992年度には,優占種が苦虫頬 (6月～7月),苔虫類

･ヒドロ虫規 (8月).ヒドロ虫類 (9月),ユウレイポ

ヤ (10月～2月)に変化した｡この年は,イガイ規の占

める割合が,最t)多い1月でもわずか13%であり,非常

に少なかった｡

3 兼殖深度別付肴生物t

養殖深度と付着屋の関係をみるために,ここでは虻田

と八雲の 1月における深度別付E'一畳をYable2に示し

● 1 I:-I: --I:∴ ∴ 一..I..Jl.l1.I.I-‥i ニトi'..

海域と1990年度の八雲においては上層の付着丘は他の層

の2-4倍であった｡上層に多い付着生物は,イガイ額.

ヒダベリイソギンチャク.エホヤであったC付着丑が少

なかった1992年度には.中層と下層との付着泉の差はあ

まりなかった｡

4 イカイ類の付書時期

1992年度の八雲を除いて,養碩貝の出荷時期である11

-3月の優占種はイガイ類であった｡そこで,イガイ類

の付着時期を明らかにするために,1991年度の付着板の

イガイ頬付着数の変化を,養殖ホタテカイのイカイ頬付

着数の変化と共にFlg6に示したDイガイ粗は,5月

15日から6月4日の間に垂下した付着板に最t)多く116

● l::..''1.::: ∴ ∴ ㌦ ∴ .....1∵

かった0-万,養殖貝のイガイ矧 ま,5月中旬に37個休

であったのか,6月中旬には13万個体に急増し,7月中

旬には脱落によって3.7万個体に,8月には33万個体に
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Fl96でhenumberorMytLlusspponthecollector
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なった｡付背振のイガイ類の付着盛期と養殖貝上のイガ

イ叛の付着数の増加時期と一致していることから,噴火

湾におけるイガイ類の付着時期は5月中旬から7月中旬

であり,付着盛期は5月中旬から6月上旬と考えられた｡

fj:お,1992年度には付着板へのイガイ頬の付着はみられ

なかった｡

5 イカイ類の付*数と付兼tの季節変化

虻田における耳吊り1連当たりのイガイ類の付着数の

季節変化をFlg了に示した｡1990年度の付着数は,7

月に53万個体であったのか.それ以降減少し,9月に

は6,000個体に減少 し,3月には3,000個体になった0

1991年度には,5月に37個体であったのか,翌6月には

131万個休に急増した｡7月に3.7万個体に急激に減少

した後.徐々に減少し,1月に24万個体になった.1992

年度は他の年度に比へて極端に少なく.通年1,500個体

以下となり,季節的変化も/トさかった｡

虻田と八雲における耳吊り)連当たりのイガイ類の付

着量の季節変化をF)g8-1.2に示した｡虻田にお

ける1991年度の付着長は.6月～9月まで個体の重畳が

極めて小さいため9月には僅かに570gであったのか.

Table2 WeいvelghtortheallroullngOrganlSmSper10scallopsaLeachlayeroranear

hanglngllnelnJanualy

1990 1991'1 1992 1990 1991 1992

Upper layer 393 1,692 457 1.531 2,325 108

mlddlelayel･ 305 761 109 805 558 80

lower layer 253 630 98 405 174 81

unlt′gt､am. ･1measuredlnFebruary
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l0月以降は付着数の安定とともに個体の成長によって急

激に増加し,1月には16kgに達した01991年のイガイ類

の付着量は,1990年と比べると10月以降から差か大きく

なり,1月には前年同期の5倍以上に適した01990年度

と1992年度には,イカイ類の付着数が少なかったことか

ら.付着量も少なく,12-3月に2-4kgであった｡

八雲における1991年度のイガイ頬の付着壷は,7月～

10月までユkg以下であったが,その後急増し,1月には

18kgに達し,1990年度のほほ2倍となった01992年度は

3ヵ年の中では最も少なく,調査期間を通じて1kg以下

であり,年による変動が非常に大きかった｡

考 察

噴火湾でのホタテカイの垂下養殖生産過程におけるホ

タテ貝殻上の付着生物は,中間育成時の生後4-12ヵ月

は多毛頬のHydroLdes/usLCOLaがわずかに認められる

程度であるが,本養成を開始した生後1年後からは30種

近くにわたる多様な種か観察されたOさらに,本養成開

始後の付着生物の種組成は往時的に変化し,その優占種

∴ !.一一∴ : ●:一 一 ｣ ●~-●
虻田では春季は海藻,夏季は群体ポヤ,秋季以降はイガ

イ頬へと優占種が変化するのに対し,八雲では春季は苦

虫,夏季はヒドロ虫,秋季はユウレイポヤ,そして秋季

から冬季はイガイ類が優占する年が多いOこのような優

占種の変遷はそれぞれの種の付着時期と浮遊幼生の発生

量,付着数および各々の種の成長量の適い,さらにはホ

タテガイという付着基質を巡っての種間の競合】5 16)に

起因していると考えられる｡ただし,海域による種組成

や優占種の違いの要因については不明であるO

耳吊りL連当たりの付着量は本養成開始直後は数gfi:

いLは数十gのレヘルであったのか経時的に増加して,

出荷のピーク時である1月～2月には教kgから20kgに達

するなと本養成期間中に大幅に増重するO

-(:L:I l一 :∴ - .T∴ ●

度は八雲の方が虻田に比へ3倍程度多かった｡また,同

一海域でも虻田の場合には,1991年度12月の付着量は

1990年度の2倍以上,八雲では1991年度と1992年度では

3倍以上となっていた｡このように,付着量は海域,年

度によっても大きく変化した｡この原因は,最優占種で

あるイカイ類の年による消長が大きく影響する｡すなわ

ち,虻田におけるイガイ類個体数の3ゎ年の月別変化で

みたように,付着時での個体数の多寡,さらにその後の

脱落率の大小が年により大きく異なっている｡それはイ

ガイ類が長期間の浮遊期間■7)を経た後に付着するため

に.水塊変動や流れ等の海洋条件に左右され,付着数が

変動し易いことや.付着後の波浪等による脱落塵の差も

大きlj:要因となると考えられるO例えば,1992年度の八

雲でのイガイ額の付着量の極端な減少は,同一者生面を



巡る競合生物の付着丘にも影響を与え,10月以降のユウ

レイポヤの大幅な増加につながったと思われるo

イガイ類は植物プランクトン食性であり,カキやアコ

ヤガイの垂下養殖連に大玉に付着し,貝の成長.身入り

を著しく阻害することが知られている●) l卜日日｡そこ
で噴火湾における養殖ホタテガイとイガイ頬の餌料の競

合関係を検討してみたO噴火湾におけるホタテガイの摂

餌丑は月別に求められている川)那,イガイ類の摂餌jt

は不明である｡ここでは,米国ロングアイランド産ムラ

サキイガイMyLLLuseduLLSの摂餌丑 (水温19-21℃.

餌料改ま500JLgC/Pの条件下で18mgC/軟体部乾燥

罪丑 1g/日)L-'を便宜的に用いて.付着丑の多かっ
た1991年度の7月から1月の虻田における耳吊り1連当

たりのホタテガイとイガイ頬の餌の免責合関係をTable

3に試井した｡この結果.イガイ頬の摂餌丑は付者東丑●bb{'?三三:.7.;忘I9憲 諾 諾 JA?=5.0霊 ,15芸芸?+
に達し,ホタテガイとはほ同じ摂餌且を示したことから,

イガイ類は繋殖ホタテガイの摂餌丑.さらには成長に影

響を与えると思われた.そのことは.虻田における上層

のホタテガイの成長が1990,1991年度には中層,下層と

差がなかったが,イガイ頬の付着丑が少なかった1992年

度には夏以降に上層のホタテガイはど成長が良かったと

いう現象にb現れている (未発表)｡

1991年度のように付着生物量がホタテガイの生産星と

匹敵するような年には.仮に,噴火湾でのホタテガイの

生産畳が10万tとすれば,それと同点分の付着物が産出

されることになる｡また,付着生物の増加は,養殖貝の

垂下深度を維持するための余計な菅鳳 出費を伴なう｡

ホタテガイの垂下養殖 (耳吊り)という生産方式は付着

● ll:;;:.ll::'Lhl.･T:I:lA:''三一二… ':'Y....:_R::∴ .一芯 :

50-90%に連するイガイ類の付着を避けるか,あるいは

付着直後に除去することができれば付着生物の大幅な滅

岨火約における是輔ホクテガイの付着生物 21

盈化とホクテガイ成長丑の増加が期待できるであろう｡

なお,イガイ掛 ま養殖連の上層から下層まで付着して

いたが,上層で圧倒的に多かった｡したがって,ホタテ

ガイの垂下深度を変えることで付着生物丘の減量化を図

ることも-対策として考えられる｡しかし.噴火湾の養

殖漁場の場合.水深のほとんどを垂下層として利用して

おり,また.垂下層を狭くし水平的に拡張することt)漁

場設定の現状 (漁業権の開陳)から困難であるQまた.

垂下深度を下げた場合には水温t)低下することからホタ

テガイの成長への影Vi)懸念される｡

噴火湾における養殖ホタテガイに付着するイガイ頬は

少なくとら2種類は存在するか.今回の試験結果では.

その付着時期は5月中旬から7月中旬であり.他の時期

には付着しなかった｡また.耳吊り養殖貝上のイガイ類

の付着数の変化と付着時期は一致していた｡このことか

ら,噴火淋 こおけるイガイ薫別まホタテガイの本尊成開始

後約3カ月後の7月中旬ころに付着が終了すると考えら

れる｡そこで,イガイ類の付着力がまだ弱く.小型,餐

度の時軌 すなわち.7月下旬以降できるだけ早い時期

に貝掃除をすることによって除去できれば.出荷時期の

付着生物の大幅な滅Jt化が可能になるであろう.現在,

複数の民間企業や道立筑紫研究機関によってホタテガイ

に悪影Vなく付着初期段階のイガイ頬を効率的に除去可

能な貝掃除横の開発が進められている｡なお.著者らが

7月下旬から9月の期間に貝掃除を実施したところ.付

着生物の減量化とホタテガイの成長量の増加もみられて

いる (未発表)｡こうした貝掃除の効果に関しては,改

めて報告したい｡

要 約

1990年6月から1993年3月の期間.噴火湾の虻田沖と

八雲沖の垂下養成ホタテガイの付着生物の種板と付着土

を調べた｡また.1991年に虻田においてイガイ類の付着

Table3 Thefeedlngrates(どC/day)ofPatLnopecLenyessoeTISLSandMyLiLLLS
spppereaI.hanglngllneinAbuta(1991)

Month P yessoensLS'■ MyLLlusspp●2

-｡t

Aug
Se｡
a

N｡V
De
Jam

161 003

179 007

146 029

74 186

106 198

14.6 799

147 1137

*I calculatedbyFunkabayrburlFISherleSEnvlronmentConreJenCe(1990)
*2 calculatedbyTenore,E R andDunsLarL,W M (1973).
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時期を弼べた｡

1 1991年度に虻田で出現した付着生物は.動物約23種

類.海藻4種類であった｡

2.本養成の工程の中では.付着生物の優占種は海域や

年により異なるが,大まかには海藻,苔虫類.海綿 (ホ

ヤ)類.イガイ類へと季節的に変化した｡

3.耳吊り1連当たりの最大付着生物湿垂丑は.両海域

ともに,1月の20kg/連で.ホクテガイ生産且とはほ

同丑であった｡

4.付着生物の最使占種はイガイ類であり.ホタテガイ

出荷時の1月には付着物絶息の50-90%を占めた｡

5.イガイ規の付若盛期は.5月中旬から7月中旬であっ

/こ｡

6.イガイ類の付着が終了した7月下旬以降できるだけ

早い時期の貝掃除によって.付着生物土が大幅に減少

することを予AIJしたO
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マナマコ(St/'chopusjapon/'cus)の生殖巣発達段階の
簡易判定基準

高 谷 義 幸*1, 川 真 田 憲 治暮2

Ahandymethodfordetectionongonadaldevelopmentofthesea
cucumber,Stichopusjapontcus.

YoshlyukiTAKAYA'landKen]lKAWAMATA'2

0bservatlOnSWereCamedoutonsomesuperrlClalandhlStOloglCalfeaturesofthegonadofStLChopus

JaPO/1LCuSOfsampledatYoIChl,WesternHokkaldo,fr･om 1990to1992 TheproceedlngSOfthegorladal

● Gm,a.tニ:gy,WDeerveelC.aptlengg?r㌶eallrnet.Oaf:de詰 egaessebyThSeuPee.rnf:ciasl.f:aatt7cre.sn｡:xh.eywha:cehdleSfltnheedr:tsl三oi三ot:e'wmeTwa::gr::

ofgonadaltlSSuetOthebodywallwelght-1SProposedasaunltformeasurementofthegonadal

maturatlOn Maturltygradebythehandymethod,whlChLScomposedofcomblnatlOnWlththegonad

somatlClndexandthesuperflClalfeatureolthegonad,wasnearlycorrelatedwlththegametogenic

developmentFrom theabovementlOnS,thishandymethodlSareliablewayfordetermlnlngtheir

SpaWnlngSeason

キーワード マナマコ,産卵期,性成熟

はじめに

マナマコは,近年の単価上昇に伴って北海道沿岸の重

要な漁業資源となっている0本種は浅海域の砂泥底に生

息し.漁獲か比較的容易なことから,乱獲を招きやすく

適切な資源管理が必要な種類である0本種の資源保護対

● 二㌦ ∴ ∴ ∴ T:..I:I:∴ l;_ ∴ ∴ .i

ない地域もある2)なと,十分とはいえない現状である｡

北海道沿岸各地の産卵期は,主として生殖巣のE]視観察

調査により.おおむね7-8月とされているり2)が.症

卵期を正確に推定するためには組鞍細胞学的な観察が不

可欠であり,そのための組織切片の作成には時間と設備

が.また切片の観察には専門的技能や知識が必要とされ

る｡もともと,資源の管理や保護には漁業者自らが関心

を持ち穣極的に関与していくことが必要であり,そのた

めには漁業者自身が実行可能な成熟段階判定法を開発す

ることが望ましい｡そこで,組織切片によらなくても.坐

殖巣の形状観察と重畳mLJ定から,簡便に成熟段階や産卵

期を推定するための基準を定め.組織細胞学的観察と比

較することによってその妥当性を換言正したので報告する,

材料と方法

1990年～1992年までの3年間にわたって.夏期を中心

として毎月 1臥 北海道後志支庁管内余市町沿岸の水深

約8mの漁場からマナマコを採集し,全重畳,体殻重畳

(内臓を除いたもの),生殖巣重畳を測定し.生殖巣指

数 (-生殖巣重量×100/体殻重患)を策出した｡また.

材料とした個体はす-て150g以上であり,本種の生物

学的最小形が60g程度である3)ことから,未成熟個体は

含まれていないと判断された｡

観察に供した各個体ごとの生殖巣発達段階の判定は2

つの方法をとったoひとつは,生殖巣の形状観察と重量

測定を基準とした簡易判定法であり,他は簡易判定後の

同一個体の生殖巣を,通常のパラフィン法で8-10/Jの

報文番号 A263(1996年9月26日受理)
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切片とした後にデラフィールトのヘマトキシリン･エオ

シンで染色した切片を用いた組織細胞学的な判定法であ

る｡後者については.Tanaka一)の基準により,1992年

のサンプルについてのみ実施した｡

結果と考案

試駿に供したマナマコの生殖巣発達段階の簡易判定基

準を表1に示した｡また,重畳測定に基づいた生殖巣指

数の測定結果を表2に示した｡生殖巣指数は,1990年,

1991年とも7月に急激に上昇している｡しかし,この2

年間の調査では7月下旬以降の採集ができなかったため,

生殖巣指数の低下する時期は確認できなかった｡1992年

の生殖巣指数は,5月～6月にかけて上昇し.その後8

月上旬まで高い値を維持したのち8月下旬には急鰍 こ減

少し.9月下旬にはほとんど0に近くなった.簡易判定

基準により判断した群成熱度を図 1に示した｡群成熟度

は1990,1991.1992年の3カ年とも5月には未熟期,成

長期の個体が高い占有率であったが,6月～7月にかけ

て発達期と成熟期の占める割合が増加した｡特に,1992

年は7月に出現した18%の放出期が8月中旬には71%を

占めるまでになり,同時にすでに産卵を終えた未熟期の

出現をみている｡9月下旬には全個体が未熟期になり,

産卵が完全に終了したことを示した｡生殖巣指数と簡易

判定基準から見た本海域におけるマナマコは,6月から

成熟し,8月に産卵,9月下旬には産卵を終了している

と推定された｡

生殖巣の組織学的枝葉による雌蛙別の群成熟度を図2

に示した｡雌は蛙よりも早い時期から成熟期個体の割合

が高いなどの雌碓差が見られるが.回復期から放出期に

至るまでの季節的変動経過はほほ同様となっている｡性

成熟の時期をあらわす放出期の頻度は7月中旬～8月中

旬に最頻値を示したのち8月下旬には減少した｡これに

代わって産卵終了を示す休止期個体の割合が増加し,9

≡_" ●-‥1∴ :I.:.:し∴ r~言 ∴ 'l～■t:●
月であり,その盛期は8月中旬から下旬であると推定さ

れた｡

蓑1 マナマコの生殖巣発達段階の簡易判定基準

発達段階 生殖巣の王tと目視による形状の特徴

未 熟 期 生殖巣の組織が目視ではっきり格別できない段階

成 長 期 おおむね1g以下の生殖巣が認められるが､肉眼では雌雄の判別が不可能な段階

発 達 期 生殖巣王tが 1g以上となLJ､生殖細胞がしみだし､雌雄の判別が可能となる段階

成 熟 期 生殖細胞が生殖巣の断面からあふれ出る段階

放 出 期 生殖細胞が放出され､生殖Jtが縮小しつつある段階

※q埠の肉眼的判別法は 以下の2つの方法による｡ひとつは色彩の相違によるもので.世はオレンジ色 仕は白か

らうすい黄色または肌色を呈する｡もうひとつは生殖細胞の範寮によるもので.qは生殖兼帯面に卵粒が確認で

き.雄は生殖巣斬面から白色の相子がしみ出し.粒状のものは恐められない｡

姦2 マナマ⊃生殖巣指数の季節変化

採取日 詰 拙 (9) 殻重I(g) 生殖巣II(g) 坐- -

5 29 178±55 110±35 0.3±08 02±05

3 24 172±51 119±27 0.4±11 03±09

9 17 179±40 129±30 4.0±4.2 3.1±2.9
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29 242±56 136±31 06±07 0.4±04

14 201±39 144±29 17±18 1.1±10

11 250±58 140±32 126±16.0 7.5±8.4

19 260±58

19 266±65

28 264±57

24 245±40

26 229±37

26 225±24

156±34

167±38

157±27

157±26

150±16

165±22

1.3±1.2

53±59

56±44

6.8±76

12±13

006±010

09±08

32±3.8

3.6±28

41±46

08±0.9

004±007
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図 1 簡易判定による生殖巣発達段階の季節変化

マナマコの生殖巣は産卵期には大きさ,重畳とも著し

く発達するため.産卵期の推定そのものは生殖巣指数の

変化だけでも容易に判定できると思われる｡しかし,坐●:I_:;.::'lF:..:.二 ∴∴ -∴ ､二 .･ll :T-i...

にあることが明らかでなくてはならないことから.表 l

で定めた簡易判定基準の妥当性を確認するため.同一個

体について両者の結果を比較し図3に示した｡生殖巣の

重畳が増加し始める5月ころには,簡易判定で発達初期

の段階 (成長期)であっても組織学的には生殖細胞の発

育段階が発達期.成熟期に達している個体も多く見られ,

披案した全個体のうちで成熟していると判定される個体

の占める割合は,簡易判定では低い頻度で表わされてい

20

0
6
L
S
N
6

･

EO CO

採 集 目

口休止糊 口回復期 qE)発達期 EZ)成熟期 I放出期

図 2 粗稔学的板蕪による生殖細胞発育段階の季節変化

■92519

619

716

8I.1

826

925

マナマコの生地腺兎述段階の簡尻判定基野 25

頻度 (%)
100 0 100

組*学的判定法 佃易判定法

佃易判定
口 乗れ柵 ⊂] 成長Jh D 先il相田 成h期 ■ 放出桐

組唱腎温 口 回州 0 棚 田 … q 放出桐

図3 簡易判定法と組推挙的判定法によるマナマコ生殖

巣先途段階の比較

る｡しかし,産卵盛期に近くなると,両者の出現頻度は

類似した値をとるようになる｡また,産卵の終了を示す

未勲軌 休止期の個体は簡易判定では8月に,組織学的

観察結果では7月中旬にはじめて出現した｡そして,そ

の占有率は両者とも8月中旬から下旬に急速に増加して

おり,この点ではよく一致した｡したがって,マナマコ

の産卵期や親ナマコの群成熟度の判断には.簡便な生殖

巣指数と肉眼的な簡易判定基準によっても判断に大きな

誤りはないと考えられる｡以上の結果と生殖巣指数の変

化などを参考に両者の発達段階区分を比較すると.簡易

判定の未熟期はTanakaりの休止期～回復期に,成長

期は発達期～成熟期に.発達期は成熟期に,成熟期は成

熟期～放出期に,放出期は放出期にはは相当しているも

のと考えられるo
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エゾバフンウニ(Strongy/ocentrotusJ'ntermed/Pus)の
絶食による体成分の変化 (短報)

高 谷 義 幸',今 村 琢 磨'

Chemicalconstituentsofvariousbodypartsinthestarvedseaurchin,

Strongylocentrotusintermedius(A.AGASSIZ).(ShortPaper)

YoshiyukiTAKAYAandTakumaIMAMURA

午-ワード:エソパフンウニ,絶食,体成分

●はじめに
ウニ類の栄養貯蔵器官は主として生殖巣や消化管壁で

あると考えられている■ 2)｡糖類や脂質なとの貯蔵エネ

ルギー物質の丑についてはいくつかの報告い5)が見られ

るが,これらは食品化学的な見地から可食部である生殖

巣について研究したものであり.それ以外の体構成部位

の成分についてはGteseB).Fu一l7)の報告が見られる

程度できわめて少ない｡そこで,絶食状態のエゾバフン

ウニにおいて代謝に必要なエネルギーがどこから供給さ

れるのかを知る目的で無給餌で飼育し,各部位の体成分

変化を調べた｡

材料と方法

● ∴ --､~-~臓 1-1㌦ ∵ 1.:.!∴ ●､'_

実験室内でアクリル水槽 (W60×D30×l■35cm)に収容し.

止水,上面慮過,10日に一度全換水という条件で飼育し

たO飼育期間中は無給餌とし,6月14Elに10個休 (採集

Elからの絶食日数7日間,以後 絶̀食前-とする),7

月21日に12個体(採集Ejからの絶食日数44日間.以後 絶̀

食後"とする)を分析に供した｡エソパフンウニは殻径.

重量を測定した後.生殖巣,内臓塊,殻.休腔液の4部

位に分けた｡内膿塊とは,ウニの殻内の組織のうち生殖

巣を除く消化管及び膜組織を体腔液とともにかき出し,

3.000rpmで10分間遠心分離を行って得た沈澱物であ

る.殻は殻板,～.菅鼠 囲口腹およびランタン部分を

含んだt)のである｡体腔液はウニを栽劃した際に体腔か

ら流出したものと,前述の内酸味を分離した後の上澄み

液をあわせたt)のである｡生殖巣.内臓塊,殻は.部位

ごとに供試個体分を混合して真空凍結乾燥した後に,ま

た体腔液はそのまま分析に供した｡分析項目と方法は次

のとおりであるo水分丑は105℃で常圧加熱乾燥法8),

灰分丑は550℃の直接灰化法8)でそれぞれ測定した｡粗

脂肪はエーテル抽出法一),グリコーゲンはアントロン硫

酸法○)で定立した｡また.粗タンパク質は自動式窒紫/

タンパク質定量装置 (三田村工業 MRKKJEL-AUTO)で,

遊離アミノ酸はアルコールによる除タンパク法一〇)で精

製した後.アミノ酸分析計(HITACHIL-8500)で定立した｡

結 果

部位別の成分組成

絶食前の各部位の成分を表1に,絶食後の成分を蓑2

に示した｡

絶食前後を比較すると.生殖巣では粗脂肪,グリコー

ゲンが減少し,粗タン′iク質が3%程度増加した｡内臓

塊では水分が減少し,灰分,粗タンパク質が2%程度増

加した｡殻では組成の大きな変動はなかった｡体腔液で

も組成の大きな変動はなかったが,絶食前に0.1%程度

存在した粗タンパク質が絶食後にはほとんど消失した｡

部位別の重量比は絶食前で殻の比率がもっとも高く,

ついで体腔液.生殖果,内膳塊の順であった｡絶食後に

はこれらの順序に変動はなかったか.生殖巣,内臓塊,

殻の比率が減少し,体腔液の比率が増加していたO

報文番号 A264(1996年9月26日受理)

*北海道立中央水産試験場(HokkaldoCenいalFISherleSExperlmentalStatlOnYoIChl,Hokkaldo046,Japan)
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各成分の部位別の分布

絶食前後のサンプルの平均殻径,平均重量および

重丑/殻径に有意差は認められなかった (T-Test.

p<005)｡そこで.各成分の部位での絶食による増減

を明確にするため.各部位の成分組成に重畳比を乗じて

エソパフンウニ個体100g当たりに換芽した各成分の部

位別分布を図 1に示した｡

水分は絶食前に比べ絶食後の体腔液で増加し,生殖果,

内膿塊では減少した｡水分の総丑は絶食前を100とした

場合に比べ3.1%増加した｡灰分はほとんどが殻に存在

した｡絶食後その丑は殻でやや減少し,体腔液で増加.

総点ではわずかに減少していた.粗タンパク質は生殖巣

で増加し,内臓塊▲体腔液で蔽少し,総JLで65%減少

した｡粗脂肪は,絶食後は給食前に比べて25%減少し,

なかでも生殖巣での減少が著しかった｡グリコーゲンは

はとんとが生殖巣に存在し,絶食後は総長で36%減少し

た｡遊離アミノ酸は生殖巣と殻に多く含まれ.絶食後に

は生殖巣で減少し,総長で167%減少した｡遊離アミノ

酸組成を図2に示した｡遊離アミノ酸のうち,もっとも

多かったのは,すべての部位でグリシンであった｡絶食

後にグリシンは生殖巣,内臓塊.体腔液で大きく減少し

たが殻での減少は見られなかった｡他の遊離アミノ酸も

絶食後は総じて減少傾向にあったか,生殖巣のグルタミ

ンだけが増加していた｡

考 察

絶食飼育後は水分以外のすべての成分が減少した｡特

に粗脂帆 グリコーゲンの生殖巣での減少が著しかった｡

また,両成分の内臓塊での減少も大きく,消化管基底部

に貯鼓された栄養物質が夏期のエネルギー源であるとす

る富士日の見解と一致している｡

今回の実穀では,楓脂肪やグリコーゲンの他に粗タン

パク質,遊離アミノ酸の減少が訟められたことから,こ

れらの物質もエネルギーに転換されたことが示唆されたo

飼育実験からエゾバフンウニは無給餌で12カ月以上生存

可能であることが知られている=｡｡魚頬では糖や脂質

といった貯蔵栄養物質の他にタンパク質や非必須アミノ

酸をエネルギー源とすることで,長期の絶食に耐えると

されているは).ェゾバフンウニにおいても,魚類と同

様の代謝パターンによって高い飢餓耐性を維持している

可能性が考えられる｡

このように絶食後,栄養物質が総じて減少するにもか

かわらず.生殖果中の粗タンパク質が若干ではあるが増

加していた｡エゾバフンウニにとってこの時期は成熟進

行期にあたることLn),この期には体維持必要丘をわず

かに上回る程度に摂館長が低下することJ)なとを考え合

わせると,絶食条件下でも生殖巣の成熟が進行したこと

が推察されるoLかし,この点に関しては組織学的観察

姦1 工ゾJiフンウニの部位別王JL比と成分組成 (無給餌飼育7日後. 絶̀食前')

殻径495±14rH.lt492±599(平均±SD).n=6

体 腔 液

24.996

96.5%

28

0.12

0.0018

0.0018

0027

生 殖 兼 内 果 塊

186% 43%禦

T
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蓑2 エゾバフンウニの部位別JEt比と成分組成 (無給餌飼育44日後, 絶̀食後')

穀径505±2844Itt534±779 (平均±SD) ∩-72

生 殖 巣 内 戚 塊

163% 25%部 位 別 圭 暮 比

部位別成分組成

水 分

灰 分

租 タ ン パ ク 某

租 脂 肪

グ リ コ ー ゲ ン

遊 離 ア ミ ノ酸
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図1 エゾバフンウニの100g当りの成分1

｢戟位別測定値(%)×部位王J比 (表 し 2参照)｣とし

て井出した｡国中の数字は絶食前を100とした場合の絶食

後の各成分のfl滅(%)を示す｡
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図2 エゾJTフンウニ全個体1009当LJの遊離7ミノ酸t

r部位別封定使 (叩/1009)×部位王t比 (表 1.2

参照)｣として羊出した.
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による確認が必要である｡

絶食前後でウニの総垂Jlに変化は見られなかったoこ

れは,消費された成分の重丑を補完する形で水分が増加

したためと思われる｡この際の浸透圧調整を体腔液中の

灰分(無機イオン)の増加などで行っている可能性がある

が,この点についてはさらに詳細に検討する必要がある｡

謝 辞

本稿のとりまとめにあたっては北海道大学助教授清水

幹博氏に有益なご助言をいただいた｡またエゾバフンウ

ニの採集にあたっては,盃漁業協同組合及び後志南部地

区水産技術普及指導所の関係各位に,遊離アミノ酸分析

に際しては.釧路水産試験場姥谷幸司氏 (現中央水試)

のご協力をいただいた｡あわせて厚くお礼を申し上げる｡

文 献

1)富士 昭 北海道のウニとその増殖.水産増殖叢書

21 東京,日本水産資源保護協会,1969,79pp

2)吾輩行雄,菅原義雄 キタムラサキウニの生殖周期

と餌料摂取について 第2報 消化管内容物丑と殻重

丑の季節変化.北水試研報 30.43149(1988)

3)三輪勝利 ウニの生化学的研究 Ⅰウニ生殖素の成

熟と栄養源の消長.北水研報告 31,73-88(1966)

4)西田 孟 北海道北部海域産ウニの原料学的特性

北水試月報 38.1-ll(1981)

5)平野敏行.山沢進.須山三千三 キタムラサキウニ

生殖腺のエキス成分に関する研究.日水誌.44(9).

1037-1040(1978)

6)GleSe.A C ''OntheblOChemlCalconstltutlOrL

orsomeechlnOderms"Phy$10logyofEchlnO-

dermata(Boolootlan.氏 A.ed),TntersclenCe

PubllShers,NewYork,757-796(1966).

7)Fu一l,A EcologlCalstudleSOnthegrowthand

foodconsumptionOfJapanesecommonllttOral

sea urchln, StrongylocenErotus LntermedLLLS

(A AGASSIZ) Mem Fac.Fish Hokkaldo

UnlV .15,83-160(1967)

8)日本食品工業学会食品分析法編集委員全編 食品分

析敵 手州嵐 東泉 光琳,1982.929pp

9)吉川春寿 "6 グリコーゲン" 臨床医化学 Ⅰ 協

同医書出版,1959,150-152

10)斉藤恒行はか編 "1 非タンパク態窒素成分を定

丑するための組織抽出液の調整'.水産生物化学 ･食

品学実験乱 初版.東京 恒星社厚生閣,1974.2-7



3け 高谷義幸 今村琢磨

ll)町H裕二 エゾバフンウニの飢餓耐性について 平

成8年度日本水産学会春季大会講演要旨集.56(1996)

12)山口勝己編 "第10章 魚介類の絶食の生化学"

水産生物化学 初版 東京.東京大学出版会,1991,

136-142

13)川村一席 エゾバフンウニの漁業生物学的研究 北

水試報,16,1154(1973)

●



北水拭研柏 Ll931-33(1996)
ScIJ一epHokkとLlduFIShl二xpStu

醤油漬けイクラの保存性に及ぼすオゾン水洗浄の影響(短報)

阪 本 正 博書1, 河 野 陽 子事2, 高 橋 玄 夫事3

Errectorozonetreatmentonpreservationof"Shoyu-zukelkura"

(salmonroeseasonedwithsoysauce)(Shortpaper)

MasahiroSAKAMOTO'),YoukoKAWANO'2,andHaruoTAKAHASHI'3

キーワー ド イクラ,オゾン.保存性,細菌数

まえがき

サケ卵の加工品は,北海道の水産加工品の中で重要な●i,:喜告 ∴ 't 一､-. I:I:.'J;:I::: _∴ 一､

に醤油漬けイクラの需要が高くIj:っているり｡しかし,

醤油演けイクラは低塩分高水分でしかも非加熱食品のた

め.付着した細菌の増殖による品質低下が著しいOした

がって.その品質を保持するには,処理工程における細

菌数の低減が重要であるO

最近.食品の殺菌方法としてオゾン (03)が注目さ

れ.食品への種々の利用が試みられている= )｡その中

で.果実及び野菜のオゾン水洗浄で除菌 ･殺菌効果があ

ることが報告されている5~6)｡そこで,皆油漬けイクラ

の製造において,原卵の洗浄にオゾン水を用いて除菌 ･

殺菌を行う場合の洗浄条件の把握と.オゾン処理が醤油

漬けイクラの保存性に与える影響について検討した｡

●

材料及び方法

1.材料及び製造方法

材料は釧路近海で漁獲されたサケ(Oncor･hynchus

heta)から腹出し後,卵粒分離した卵(生イクラ)を用い

たo醤油漬けイクラの製造は表 1に示した方法に従い,坐

イクラを洗浄後,調味液に浸硬し.液切り,包装を行った.

2 オゾン水の調製

洗浄に用いたオゾン水は,冷塩水オゾン実験装置

(北菱プラント製.無声放電式)により発生させたオゾ

ンを3%食塩水に溶解させて調製した｡fj:お,洗浄水の

オゾン濃度を高めるために,海水と同濃度の臭素イオン

(Br- 65mg/A)になるように食塩水に臭化カリウム

(KBr)を972mg/jHJUえた''｡

3 洗浄条件及び貯蔵拭嶺

生イクラを浸漬法により洗浄した時の細菌数の変化か

ら.オゾン水の除菌 ･殺菌効果がより新著に弦められた

条件を求めたO洗浄条件としてはオゾン濃度,洗浄回数,

洗浄時間,洗浄水丑を検討した｡さらに.洗浄した生イ

クラから醤油漬けイクラを製造し.10℃に貯蔵した時の
細菌数の変化を調べ,その保存性についてオゾン処理を

行わないものと比較検討した｡なお､オゾン水処理を行

わない無処理区は3%食塩水を用いた以外,オゾン処理

区と同様の洗浄条件で行った｡

表 1 醤油;'*けイクラの製造方法
原 卵 (生 イ クラ)
1
,先 弗
1
水切 り 5℃.30分棚
1
玩味,3,JLけ 卵ttの30%のgii味液

(笹油 E3本酒 -3 1)
5℃. 5時間

l
兼切LJ 5℃ 30分 FU
l
包 装 含気包装
l
貯 麓 10℃

報文番号 A265(1995年9月26日受25!)

辛1 北海道立釧路水産拭験場(HokkaldoKushlrOFISherleSExperlmentalStatlOnHama-cho.KushlrO.Hokkaユdo085.

Japan)
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Kanagawa257.Japan)
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machl.Monbetsu,Hokkaldo094.Japan)
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4 洗浄方法

上記試験に用いた浸律法の他に散水法を用い.オ､ノン

濃度,洗浄時間.洗浄水丑を一定にした場合の細菌数の

変化を比較した｡

なお.浸水法はオゾン水を入れたステンレス割の容器

に生イクラを浸渡し.止7kの状態で一定時間放直後.

生イクラを取り出す操作を1-3回繰り返す方法とし

た｡また,散水法は洗浄用の網カゴに生イクラを入れ.

直接.流水をシャワーリングする方法とし,流水の速度

を1A/mlnで行った｡

5.分析方法

細菌数の測定方法は藤井らの方法日に準じ,過酸化物

価 (POV)はヨウ化か)ウム満定法8)で行った｡官能評

価は,咲,臭いを中心に評価し.初期腐敗に逢した日を

判定した｡

結 果

オゾン水を用い各洗浄条件で生イクラを洗浄した時の

細菌数の変化を図1-4に示した｡オゾン濃度について

は高いほど細菌数の減少が著しかった｡同様に,洗浄回

数が多いほど,また.洗浄時間が長いはと細菌数が減少

(
6
]
⊃
L

u
)
点
煙
男

101

105

lot

103

107
瓦 コ
節 オゾン土産(ppm)

図 1 生イクラの除粛 ･殺菌に及ぼす洗浄水のオゾンiA
虎の影暮
洗浄国政 3桓】(各 5分W)

洗浄水1 50倍J/回

(
6[⊃
｣
3
)
載
粗
景

卵 洗浄国数(回)

図 2 生イクラの除菌 ･殺菌に及ぼすオゾン水洗浄回数
の形V
O,A度 193仰1
その他の条件 は図 1と同様

する傾向を示した.洗秒水丘においては細菌数の減少が

10倍丑/回で最大となった｡これらの結果及び作業性の

点から.貯意試験に用いる洗浄条件はオゾン浪度を約

15ppm,洗浄回数を3匡l,洗浄時間を5分間/回.汰

浄水JLを10倍JL/E)とした｡

生イクラを上記の洗浄条件でオゾン処理し,昏油漬け

イクラを製造した時の処理工提及び10℃貯最中の細菌数

の変化を調べ,オゾン処理を行わないものと比較した｡

その結果を図5に示した｡洗浄後では,オゾン処理区は

無処理区より細菌数の減少が著しかった｡また,貯最後

(bJ⊃Lu)#細芝

洗脚(分/回)

図 3 生イクラの除菌 .投首に及ぼすオリン水洗浄時rEq
の形f
O】it産 1671甲
その他の条件は国 1と同様

(6]⊃LU)裁板巴★

卵
洗浄水t(fgt/Eu

図4芸壬クラの除菌･-に及ぼすオゾン洗-1

の●
OJ三■
Ji170P
その他の条件は国1とTE)嫌

0 5 10 15 20 25

貯蔵期間(日) (10℃貯蔵)

000

(8[⊃LU)頚髄男

図 5 着油;'*けイクラの保存性に及ぼすオゾン水洗浄の
影V
オゾン三■廉 無処理 0OFF

オゾン処理 172阿1
その他の条件 ,先浄Bi)搬 3回 (各 5分rn)

洗)事水t l0倍t/回



では,オゾン処理区は細菌数の増加が遅くなる傾向を示

したOこの傾向は,官能評価でも邑否められ,無処理区が

貯蔵16日目に初期腐敗に連したのに対し,オゾン処理区

では19日目とオゾン処理区の方が3日間延長した｡

オゾン処理がイクラに含まれる脂質への影IFを検討す

るためにPOVを測定し.その結果を表2に示した｡両

試験区共に貯蔵19El目でもPOVははとんと増加せず,

脂質の酸化は認められなかった.

また,洗浄方法によるオゾン水洗浄の除菌 ･殺菌効果

を検討するために浸漬法と散水法を比較し,その結果を

Eg]6に示した｡散水法は浸漬法より細菌数の減少が著し

く,効果的であった｡

義2 貯蔵中のPOV値の変化 (moq/kg)

鼓 駿 区 貯 麓 日 数
0日目 19日日

無 処 理 0.0 0.1

(6]⊃
L
u
)

葡
籾
Bli

: - .; _ _:_
卵 洗浄方法

図 6 生イクラの除菌 ･投首に及ぼす洗浄方法の形書
0】J度 185P
洗浄時佃 3分nLI(ただし.漢,Jt法では 1分ごとに換水)
洗浄水暮 (総t) 30倍t

考 察

オゾン水で洗浄した生イクラより醤油漬けイクラを製

造すると,洗浄後の細菌数が減少し.貯蔵日数が延長し

た｡しかし,オゾンの酸化力からすると期待したはとの

殺菌力は認められなかった｡これは.オゾンが有機物と

の反応性に富むため川).生イクラの表面及び洗浄水中
にイクラから流出した有機物と反応.分解して殺菌の効

力が低下したためと推察される｡事実,生イクラをオゾ

ン水中に入れるとオゾン濃度は急激に低下した｡

そこで,オゾン水洗浄による除菌 ･殺菌効果を高める

ために洗浄方法を検討した.その結果,散水法は浸漬法

より高い除菌 ･殺菌効果を示した｡このことは,散水法

骨油誠lナイクラの保存性に及ぼすオゾン水洗浄の影7 33

によりオゾンが生イクラに付着した細菌と接触しやすく

なったためと推察される｡

なお,オゾンによる脂質酸化の影響については.貯蔵

試弓削こ用いたオゾン洗浄の条件では醤油漬けイクラ中の

脂質の較化は認められなかった｡

これらのことから.オゾン水を生イクラの洗浄に用い

ることにより,保存性を高められることが示唆された｡
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● sotr,:aglltnsTthTst:ry:S:,h三131dLv;i;rxB,elLwa;芸ai:n;tolr;h;re(芸dL ;r芸 ,eSoeynaniv.ayr芸acn:三:C.n:ニen;reLyasPaeloa:;:
(SakhNRO) 第11回オホーツク海と流氷に関する囲隙シンポジウム講演要旨集 214 1995

0ceanographlCObservatlOnSOftheColdWaterBe一tlnSummel･lntheSoyaStraltSandadjacentseaareas

andItsOrlglneStlmatedfromnull,lent,DOandT-Sanalyses 八木宏胤 田中伊織 (中央水試),GeTmady

Kantal(ov,AndrewSamatov(SakhNIRO),中多章文.渡辺智視 (中央7k試)JAMSTECWorkshop

ホタテガイの成長に及はす流れの強さの影響 宮園 章 (中央水試) 平成7年度日本水産学会北海道支部例会講演

要旨集 39 1995

海藻群落の植生変化と環境条件との関連 八木宏樹(中央水試) 北海道区水産研究所編 水産庁特別研究成果シリー

ズ 1995

青函共同研究で得られた津軽噴流の流盈 田中伊織,中多章文 (中央7k試),鹿又一息 西田芳則 (函館水試).

松原 久 (青森水試) 大槌 ソンポジウム講演要旨 1995



36 拭事典丑続研究

噴火湾底屈水の溶存酸素丑の異常低下 西浜碓二,西田芳RIJ,凋井貴司 (函館水試室蘭支場) 平成7年度日本水産

学会北海道支部例会講演要旨集 15 L995

PLANKTONDlSTRIBUTIONANl⊃OCEANOGRAPHICSTRUCTUREATでHElPRONTALAREAOF

THESEAOFOKHOTSKINTHENORTHEASTERNHOKKAIDO 町田龍二 (東京農大),桑原久美 (縞走

水試).桑原 遵 (東京農大)TtlEELEVENTHINTERNATIONALSYMPOSIUMON-OKHOTSKSEA

&SEAICE264-269,THEOKHOTSKSEA&COLDOCEANRESEARCHASSOCIAT10N25-28FEB-

RUARY1996MOMBETSU,HOKKAtDO,JAPAN

貸 源 管 理

Ej本列島大回遊-スルメイカの "系群'と回遊 中田 淳 (中央水試) サイエンスエッセイ イカの春秋 奥谷喬

司 編著 東京 成山室書店 22-30 1995

サロマ湖におけるホッカイエどの資源管理 水島敏博 (網走水試),西浜維二 (函館水試室蘭支場),今井久益 (網走

中郡地区水産技術普及指導所) 平成7年度El本水産学会北海道支部例会講演要旨集 18 1995

ホッコクアカエビの鉛直移動について 前田圭司.西内修一,丸山秀佳 (中央水試) 平成7年度日本水産学会春季

大全講演要旨集 90 1995

噴火湾の トヤマエビについて 依EE] 孝 (函館水言式) 育てる漁業 269 2-7 1995

交尾栓保有率から推定した道東太平洋におけるケガニ雌の性的成熟サイズ 佐々木 潤 (栽培センター) 平成7年

度日本水産学会春季大会講演要旨集 85 1995

ケガ二の性フェロモンに関する研究 1活性成分の検索 浅井直胤 松永茂樹.伏谷伸宏 (東大農).佐々木 潤 (戟

培センター) 平成7年度El本水産学会講演要旨集 345 1995

礼文島周辺のホッケ産卵場 金田友紀 (椎内水試)育てる漁業 263 2-4 1995

北海道 ･サ-リン周辺海域のスケトウダラミトコンドリアDNAの制限酵素断片長多型解析 水野政巳 (稚内水洗).●

LM Zverkova(SakhNIRO),前田圭司 (中央水試),小林敬典 (養殖研) 平成7年度日本水産学会北海道支部

例会講演要旨集 26 1995

計皇魚群探知機(EK500)で観た武蔵推周辺海域における夏季スケトウダラ魚群の水平 ･垂直分布 .金EE]友紀 (椎

内水試),向井 徹 (北大水).水野政巳 三宅博故 (椎内水就).飯田浩二 (北大7k) 平成7年度日本水産学会北

海道支部例会講演要旨集 29 1995

計丑魚群探知機 (EK500)で得られた武蔵椎周辺海域におけるスケトウダラのターゲットストレングスについて

向井 徽 飯田浩二 (北大水).水野政巳 金田友紀,三宅博哉 (椎内水試) 平成7年度E]本水産学会北海道支部

例会講演要旨集 30 1995

計丑魚群探知梯(EK500)によるスケトウダラ当歳魚のターゲットストレングスの測定 三宅博戟 (椎内水試),向

井 徹 (北大水),水野政巳,金田友紀 (椎内水試).飯田浩二 (北大水) 平成7年度日本水産学会北海道支部例会

講演要旨集 31 1995



三根 研究共梯 37

ヒラメ放流技術開発の成果 _道立中央水式漁業資源部 (中央水試) 北海道水産土木協会会報 61 6-7 1995

FeedlngHabitsofRedFlounderHLPPOglossoとdesdLLbLuSlnFunkaBayandltsorrshorewaters,Hokkaldo.

Japan 横山信一 (網走水式)ProceedlngSOftheInternatlOnalSymposlumOnNorthPaci†lCFlatflShA)aska

SeaCraTltCollegeProgram 2471259 1995

刺網漁薬の混獲問題Ⅱ12 沿岸則網漁難 .島滞 雅 (網走水試) 平成7年度El本水産学会春季大会講演要旨集

388 1995

木古内帝における底生魚類の分布と食性について ･佐々木美枝千 (北大水),佐野満席.石野鯉吾 (函館水式).高津

哲也 高橋豊美 (北大水)平成7年度日本水産学会北海道支部例会講演要旨集 24 1995

ロシアの水産研究 67 サハリン･千島海域の水産資源-カレイ類について一高 昭宏 抄訳 (釧路水試) 水産

の研究 76 66-69 1995

●芸孟7の…霊芝芸究6877サ;;二三 ●:gB5海域の水産資5-スケトウダラ･マダラ･コマイ~'高 昭宏 抄訳 釧̀路
ロシアの水産研究 69 サハリン･千島海域における上部外洋表層の魚類群集の年変化 苗 昭宏 抄訳(釧路水拭)

水産の研究 78 7l-75 1995

ロシアの水産研究 70 サハリン･千島海域の水産資源一腹足類について-:高 昭宏 抄訳 (釧路水試) 水産の

研究 79 73-76 1995

ロシアの水産研究 71 オホーツク海の生物生産佐一カレイ頬一 高 昭宏 抄訳 (釧路水試) 水産の研究 80

80-82 1996

ロシアの水産研究 72 オホーツク梅の生物生産性-カラスガレイー 高 昭宏 抄訳 (釧路水試) 水産の研究

8172-75 1996

青 原叫 殖

北海道岩内湾におけるアミ類の分布密度と機組成について 伊勢論至 (北大水),千原裕Z,佐々木正義 (原環セン

ター),富永 修 (福井県立大),高橋豊美 (北大水) 平成7年度日本水産学会北海道支部例会講演要旨集 16 1995

道東のアメ色コンプ 名畑進一 (栽培センター) 育てる漁業 274 2-8 1996

ウバガイの成長におよはす生息密度の影V 娼井貴司 (函館水洗室蘭支場),穫井 泉 (中央水試),村上 倦 (室蘭

地区水産技術普及指事所) 平成7年度日本水産学会春季大全講演要旨集 100 1995

北海道苫小牧沿岸におけるウバガイ浮遊幼生の分布特性 .樺井 泉 (中央水試) 水産増殖 44日)L7-23 1996

GrossandHIStOPathologlCalSlguSOrtheSpottmgDISeaSelntheSeaUrchlnSLrongyLocentrotusLnLeT･medLtLS

清水幹博 (北大水),高谷美事.大崎正二 (中央水試),川真田麓治 (栽培センター) FISherleSSclenCe61(4)

608-613 1995



38 王の険凝析研究

エゾバフンウニ放点症原因菌の季節的消長 田島研一,清水幹博.絵面良男 (北大水).三浦宏紀.大崎正二,西原

豊 (中央水試) 平成7年度日本水産学会春季大会講演要旨集 76 1995

北海道南西部沿岸におけるウニ除去による藻場造成 吾妻行碓 (中央水試).松山恵二 (道水産部),中多幸文,川井

唯史,西川信良 (中央水試)平成7年度日本水産学会春季大会講演要旨集 98 1995

ウニ増殖場における底生生物分布の変化 川村一席 (エコ二クス),宮本建樹 (函館水拭).尾身東美 (中央水拭)

平成7年度日本水産学会春季大会講演要旨集 219 1995

キタムラサキウニと海藻群落の相互関係 吾妻行吐 く中央水試) 水産海洋地域研究集会シンポジウム ｢沿岸域にお

ける生物生産システムと漁業生産｣喜井演要旨集 18-19 1995

北海道寿都町におけるクリイロヤドリニナの寄生がキタムラサキウニに与える影f :川井唯史,吾妻行雄(中央水江)

平成7年度日本水産学全春季大会講痕要旨集 222 1995

北海道の鵬 け対策 .吾斬 杜 (中央畑 ' 平成7年度中央講習会 全国沿岸漁業振醐 発協会 )33-143 1995●
ミチケ-ションの調査における精度の高いヘントス採集法 川井唯史.吾妻行雄 (中央水試).谷野賢二 明田定温

佐藤 亡 く開発土木研究所) 平成7年度El本水産学会春季大会講演要旨集 221 1995

PredatorsonreleasedseedortheseaurchlnStT･OJlgyLoce/かotusLntermedLLLSaLShlrlbeshl,HokkaJdo,

Japan.川井唯史.吾妻行雄 (中央水試) FIShSc1 62(2)317-318 1996

組立て式捕獲装置を使用したサクラマス親魚の魚道への遡上尾敬の計数 大久保進一,宮本真人 草野寛史,浅見大

歯,神力義仁 (道立水産耕化場).平野和夫 (中央水試) 平成7年度日本水産学会春季大会講演要旨集 132 1995

ヒラメ･カレイ頬の育種研究について 芦藤節吐 く中央水試) 北海道水産土木協会会報 60 617 1995

魚食文化と北海道でのヒラメ･カレイ類の養殖 川真田音治 (栽培センター) 育てる漁業 267 2-7 1995

雌性ホルモン投与によるマツカワ種苗の雌化試験 森 立成,川真田寮治 (栽培センター).水野伸也,足立伸次,

山内時平 (北大水) 平成7年度日本水産学会北海道支部例会鵠演要旨集 6 1995

マツカワの性決定に及はす飼育水温の形V 後藤理恵 (北大水),森 立成,川真田善治 (栽培センター).水野伸也,

足立伸次,山内時平 (北大水) 平成7年度日本水産学会北海道支部例会講演要旨集 7 1995

News北東西南 北海道立栽培漁業総合センター 川真田意結 く栽培センター) さいばい 75 52 1995

水 産工 学

養殖ロープの材質と餌料用マコンブの着生丘 山下成治.見上陸克.積木 忍 (北大水).金田友紀 (椎内水試)

平成7年度日本水産学会春季大全講演要旨巣 19 1995

首相再生アミランロープ上の考殖マコンブの固着強度と別離確率 :山下成冶 (北大水),金田友紀 (椎内水拭),桐山

智 (泰束製鋼).見上陸免 橋本 忍 (北大水) 平成7年唯日本水産学会北海道支部例会講演要旨染 34 1995



就検研究製綿 39

海底地形の変動に対する二枚貝の潜砂行動 樫井 泉.瀬戸雅文 (中央水試) El本へントス学会第9回大会プログ

ラム 12 1995

海底地形の変動に対するウバガイ,バカガイおよびアサリの行動特性 横井 泉,瀬戸雅文 (中央水試).山下俊彦

(北大工) 平成7年度日本水産学会北海道支部例会講演要旨集 38 1995

バカガイの潜砂行動に及ぼす水温,塩分および底質の影響について 樫井 泉.瀬戸雅文,跡部 進 (中央水試)

平成7年度日本水産学会春季大会講演要旨集 100 1995

ホッキガイの潜砂行動に及はす水温.塩分および底質の影響について 樫井 泉,瀬戸雅文 (中央水試) 平成7年

度日本水産工学会学術講演論文集 1311132 1995

北海道島牧沖水深200mに設置された人工構造物へのマグラの相集 吉田英碓 (中央水式) 第12回しんかいシンポ

ジウム予稿集 東京 p.118 1995

●警 計79器成に当たっての水産生物との関わりについて 酬 言良 中̀央畑 ) 北海道水産土木協会会報 59 2
加工 ･利柄

飢餓環境におけるホタテガイ体成分の変化 野俣 洋,福士暁彦 (締走水就紋別支場)宮園 章 (網走水試) 平成

7年度日本水産学会秋季大会講演要旨集 87 1995

貯蔵中におけるホタテガイ貝柱の物性および成分変化 木村 稔,成田正直.野俣 洋,福士晩象 西 紘平 (網走

水試紋別支場) 食品加工関係試験研究機関合同成果発表会要旨集 平成7年度 1-4 1996

貯蔵中におけるホタテガイ閉殻筋の物性および成分変化 木村 稔.成田正直 (網走水試紋別支場),金子博美 (中

央水試),山中英明 (架水大) 平成7年度日本水産学会北海道支部例会講演要旨集 2 1995

●19芸芸'7笠登雷雲芸芸芸芸fl霊芝≡芸忘芸孟芸妄言芸イ冨辱霊 =5ついて 福士暁彦,野俣 洋 (網走水試紋別支場)
真空フライによる新製品の開発-サケ,ホタテガイ,スルメイカを原料とするチップス等の開発-.加藤健仁,今村

琢磨,麻生真情 (中央水式) 食品加工関係試験研究機関合同成果発表会要旨集 平成7年度 31-32 1996

エクストルージョン処理による混合魚肉と脂質の組線化 北川雅彦 (釧路水試),福士暁彦 (網走水試紋別支場).大

石岩船 (日高支庁) 食品加工関係試験研究機関合同成果発表会要旨集 平成7年度 33-34 1996

オゾン水を利用したイクラの保蔵試験 阪本正鳳 高橋玄夫 (釧路水試) 食品加工関係試験研究機関合同成果発表

会要旨集 平成7年度 35-36 1996



40 和文柴FT

2年目オ二コンプの年間純生産1

名 畑 進 一.酒 井 勇 一

2年目オニコンプの年間純生産丑を推定するため.北

海道東部の羅臼Pl'で1991年11月から1992年11月まで合計

6回の調査を行った｡水深2-4rnの岩盤上に固定方形

枠を設定し,オニコンプの着生密度とエゾ′くフンウニの

個体数を記録した｡同時に付近の群落から採取したオ二

コンプの個体重丑を測定した.これらの値から現存丑法

によって井定した2年目オニコンプの年間純生産丑は約

85kg/rrf(猛重盈)であり.これは年間最大現存量の23

倍であった｡

A260 北水試研報49 1-5 1996

オホーツク海における放流ホタテカイの呼吸土

蔵 田 護

オホーツク海の放流ホタテガイの呼吸丑を現場水温条

件下で測定した｡測定には,天然海水の流水式測定シス

テムを用いた｡呼吸丑は,水温が0-18℃までは4-5

月を除いて高水温ほと高かった｡4-5月には,低水温

にもかかわらず呼吸量が比較的高かった0-万,水温が

18℃以上では呼吸長は減少に転じたoこの結果,ホタテ

ガイの代謝活動を考慮して.水温が0-18℃と,比較的

低水温でも呼吸丘が高い4-5月と,水温かユ8℃以上の

時期の3つのタイプの関係式 (水温と軟体部乾燥重量と

呼吸量の関係式)を算出した｡

A261 北水試研和49 7-13 1996

噴火,Eにおける兼殖ホタテガイの付兼生物

蔵田 誰,西田芳則,水島敏博

1990から1992年度にかけて.噴火湾における垂下養成

ホタテガイの付怒生物の種類と付着量の季節変化を調べ

た｡本養成後の付着量は.年と海域による変動が大きい

が,経時的に増大し,1992年1月にはホタテガイの生産

丑に匹敵する20kg/連に遺した｡

付着生物の優占種は季節的に変化した.しかし.秋～

翌年3月まではイガイ類が優占種となる場合が多く.ホ

タテガイ出荷時の1月には付着物総意の50-90%を占め

たOまた,イガイ類の付着時期は,5月中旬から7月中

旬であった｡

A262 北水試研和49 15-22 1996

マナマコ(SlIChopusJaPOnICuS)の生殖巣発達段階の

簡易判定基準

高 谷 義 幸.川真田 憲 治

1990年～1992年まで,3年間にわたってマナマコの生

殖巣発達段階を調査した｡発達段階は生殖巣の形状観察

∴ 山 一∴ 一八∴ 嵩 り ､1二1;l'"-::.:l'l:-●

較すると,簡易判定では比較的小さな生殖巣であってt)

組織学的には成熟が進んでいる個休もあったか,産卵盛

期には簡易判定と組織俊はよく適合していた｡この結果

からマナマコの群成熟度の判定,特に産卵)期の推定には

簡易判定法で十分可能であると考えられた｡
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エゾJ(フンウニ (Slrongy/ocenErolusII7(ermed/us)

の絶食による体成分の変化 (短軸)

高 谷 義 幸.今 村 琢 磨

エゾバフンウニの成熟進行時期に無給餌で飼育し.坐

殖典.内臓塊,殻,休腔液の成分変化を調べた｡44日間

の絶食の結果.全重患ははとんと変化がなかったが,坐

殖巣.内臓塊.殻の意見が減少し,体腔液重畳か増加し

た｡絶食後に減少した成分は主としてグリコーゲン.粗

脂肪.遊離7ミノ酸であった｡これらはいずれt)生殖巣

での減少が大きかった｡粗タンパク質は体腔液でほとん

ど消失したはか.内藤塊でb減少したが,生殖巣ではむ

しろ増加した｡水分は内巌塊で減少したが.体腔液で増

加し.全体では増加した｡灰分はほとんど変化がなかっ

た｡これらのことから,エソバフンウニは飢餓状態では,●;い二.1:∴ ∴ ∵ ∴ f/hj■-:i.::∴ :: ∴ ∴

ン′てク質.遊離アミノ酸も利用していることが示唆され

た｡このことは,魚類と同様にこれらの物質をエネル

ギー源として利用することによって,高い飢餓耐性を維

持しているものと考えられた｡
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和文碧ET Lll

を油井けイクラの保存性に及ぼすオゾン水洗浄の影f

(短軸)

阪本正風 河野陽子,高橋玄夫

替油津けイクラの剣道において,原卵 (生イクラ)の

洗浄にオゾン水を用いる場合の保存効果を検討した｡

オゾン水洗浄の条件は検討結果及び作業性の点からオ

ゾン濃度が約15Pl,洗浄回数が3回,洗浄時間が5分間/

回,洗浄水丑が10倍丑/回とした｡この条件でオゾン水

処理し.10℃に貯蔵した醤油漬けイクラは.無処理区よ

り初期腐敗に遺した日数が3日間延長した｡また.洗浄

方法では.散水法が浸漬法より細菌数の減少が著しく.

効果的であった｡なお,貯蔵試験に用いた条件では.オ

ゾンによる醤油漬けイクラ中の脂質の酸化は認められな

かった｡これらのことから,オゾン水を生イクラの洗浄

に用いることにより.保存性を高められることが示唆さ

れた｡

A265 北水試研報49 31-33 1996
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